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人が輝き　まちが輝き　明日に輝く　やまつり町

旅
立
ち
の
日
に
…

【
巻
頭
記
事
】

嬉
し
寂
し
い
親
心

笑
顔
で
お
別
れ
お
友
達
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３
月
は
卒
園
、
卒
業
な
ど
別

れ
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
ま
た
、

新
た
な
旅
路
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
始
ま
り
の
季
節
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。

　

町
内
で
は
今
年
も
、
こ
ど
も

園
、
小
学
校
、
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
で
卒
園
・
卒
業
を
迎
え
る
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
涙
な
ど

様
々
な
表
情
・
感
情
が
見
ら
れ

「
別
れ
」
と
共
に
「
新
た
な
旅

立
ち
」
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
矢
祭
小
学
校
が
総

合
落
成
を
迎
え
、
勢
い
を
増
し

な
が
ら
新
た
な
伝
統
と
歴
史
を

創
る
旅
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

新
春
を
迎
え
た
今
月
号
で

は
、
卒
園
、
卒
業
、
落
成
な
ど

様
々
な
形
で
の
旅
立
ち
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。

旅立ちの日に…
【巻頭記事】

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園

　

３
月
17
日
（
金
）、
矢
祭
町

立
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
幼
児
教

育
部
の
修
了
証
書
授
与
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
卒
園
児
、男
子
21
人
、

女
子
29
人
の
計
50
人
が
友
達
と

一
緒
に
楽
し
く
遊
ん
だ
こ
ど
も

園
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
卒
園
児
一
人
一
人

の
名
前
が
呼
ば
れ
、
園
児
た
ち

は
元
気
な
声
で
返
事
を
し
、
益

子
園
長
か
ら
終
了
証
書
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
小
学
生
と
な
る
卒

園
児
は
、
こ
れ
か
ら
も
町
内
に

元
気
な
声
を
響
か
せ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

１　謝辞を述べる卒園児保護者代表
２　修了証書を受け取る園児
３　お母さんと一緒にみんなとお別れ
４　仲良し３人でのこども園最後の記念撮影

１ ２

３

４
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矢
祭
中
学
校

矢祭小学校
　

３
月
23
日
（
木
）、
矢
祭
町

立
矢
祭
小
学
校
第
１
回
卒
業
証

書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
記
念
す
べ
き
第
１
回
の
卒

業
生
は
、
男
子
28
人
、
女
子
18

人
の
計
46
人
で
、
旧
小
学
校
で

の
５
年
間
と
統
合
新
小
学
校
で

の
１
年
間
の
思
い
出
を
胸
に
中

学
校
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
初
々
し
い
中
学
校

の
制
服
を
身
に
ま
と
っ
た
卒
業

生
が
永
山
校
長
か
ら
卒
業
証
書

を
授
与
さ
れ
、
開
校
１
年
目
の

最
上
級
生
と
し
て
最
後
の
歴
史

を
紡
ぎ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
は
朝
日
の
み
ち
に

集
ま
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
先

生
や
親
し
い
友
達
と
記
念
撮
影

を
し
、
在
校
生
や
教
職
員
に
見

送
ら
れ
な
が
ら
母
校
を
後
に
し

ま
し
た
。　

１　胸を張って退場する卒業生
２　子どもたちと先生を携帯電
　　話で撮影する保護者
３　卒業式に臨む第 1回卒業生
４　旧小学校時代からの友人と
　　先生で記念撮影
５　卒業証書を授与される卒業生

１　育ててくれたお母さんと握
　　手をかわす卒業生　
２　式終了後の堂々とした退場
３　卒業証書を授与される卒業生
４　恩師との記念撮影
５　同じ部活動の仲間と保護者、
　　先生との最後の思い出

　
　

３
月
13
日
（
月
）、
矢
祭

町
立
矢
祭
中
学
校
第
70
回
卒
業

証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
、
男

子
15
人
、
女
子
22
人
の
計
47
人

の
卒
業
生
が
３
年
間
勉
学
や
部

活
動
・
文
化
活
動
等
に
励
ん
で

き
た
学
び
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま

し
た
。

　

卒
業
生
は
、
涙
を
こ
ら
え
な

が
ら
堂
々
と
し
た
態
度
で
卒
業

証
書
を
受
け
取
り
、
こ
れ
ま
で

育
て
て
く
れ
た
両
親
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
は
共
に
卒
業
を
迎

え
る
友
人
や
後
輩
、
恩
師
と
の

別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
、
夢
と
希

望
に
あ
ふ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
新

た
な
道
に
羽
ば
た
い
て
い
き
ま

し
た
。

１ ３ ５

２ ４

１ ２ ３

４ ５



7 6

　

一
般
会
計
予
算
は
統
合
小
学
校

建
設
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
で
、

対
前
年
比
９
億
３
，
７
０
０
百
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
法
人
町
民
税

が
対
前
年
比
２
億
１
３
６
万
１
千

円
減
の
１
億
３
，
３
０
０
万
９
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

法
人
税
収
入
の
90
％
以
上
を
占

め
る
町
誘
致
企
業
の
国
外
売
上

げ
が
、
円
高
の
影
響
で
減
少
す

る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
た
め
で

す
。
町
債
は
対
前
年
比
５
億
６
，

２
６
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
福
祉
施
設
整
備
事

業
に
５
億
９
，
３
７
０
万
円
、
あ

ゆ
の
吊
橋
周
辺
親
水
広
場
整
備
工

事
に
８
，
９
９
０
万
円
等
、
総
額

で
９
億
４
，
０
３
０
万
円
発
行
す

る
予
定
で
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
ハ
ー
ド
事

業
と
し
て
、
福
祉
施
設
整
備
事

業
が
約
６
億
円
、
東
舘
・
追
分

線
舗
装
補
修
工
事
が
約
１
億
１
，

０
０
０
万
円
、
あ
ゆ
の
吊
橋
周

辺
親
水
広
場
整
備
工
事
が
約
９
，

０
０
０
万
円
、
黒
助
橋
補
修
工
事

等
が
約
５
，
０
０
０
万
円
な
ど

が
大
き
な
事
業
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
消
防
関
係
の
事
業
で

は
、
屯
所
整
備
と
耐
震
性
貯
水

槽
設
置
整
備
に
合
わ
せ
て
約
７
，

４
５
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
引
き
続
き

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
日
本
一
を
目
指

し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｙ
事
業
、

結
婚
祝
い
金
支
給
事
業
な
ど
の
結

婚
支
援
事
業
に
約
１
，
０
０
０
万

円
、
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝

金
・
健
全
育
成
奨
励
金
と
し
て
約

１
，
９
０
０
万
円
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
事
業
に
約
１
，
６
０
０
万

円
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

平成 29 年度の当初予算が 3月定例議会で議決されました。今
年度は、一般会計 43 億円、特別会計（水道事業会計含む）18
億 9,489 万 1 千円となっています。総額で 61 億 9,489 万 1 千
円となり、前年度と比較すると 8億 8,889 万３千円の減、伸び
率では約 12.6％の減となりました。「人が輝き　まちが輝き　
明日に輝く　やまつり町」を目指し、各種施策を選別し編成し
ました。

平
成
29
年
度
当
初
予
算

すこやか赤ちゃん誕生祝金・健全育成奨励金
▶第 1・2子…10 万円、第 3子…100 万円、第 4
子…150 万円、第 5子以上 200 万円支給します。
／予算額…19,100 千円

結婚祝い金
▶結婚祝い金として 1年目と 3年目に 1組 10 万
円を支給いたします。（町税等の滞納がないこと
など一定要件があります）／予算額…3,800 千円

福祉施設整備事業
▶石井小学校跡地を利用し、介護予防の中心拠
点となる保健福祉センターを建設します。／予
算額…647,513 千円

道路橋梁維持管理事業
▶町道東舘・追分線舗装補修工事を始め、町道
の維持工事を行います。／予算額…197,296 千円

ふくしま森林再生事業
▶森林の間伐、路網整備を行い、森林の再生を
図ります。／予算額…130,500 千円

髙田基金による教育支援事業
▶教育支援員の配置、各学校への学校支援費、
児童・生徒表彰制度等があります。／予算額…
10,402 千円

給食センター運営費（小中学校給食軽減）
▶小中学校の給食費を軽減します。／予算額…
55,017 千円

遠距離児童・生徒通学費補助金
▶遠距離をバスや自家用車で通学している児童・
生徒に補助金を支給します。／予算額…9,986 千
円

耐震性貯水槽設置事業（下関河内地区ほか）
▶予算額…51,316 千円 

町民プール改修工事

▶予算額…39,303 千円 

ユーパル矢祭設備修繕工事

▶予算額…35,122 千円 

こども園幼児教育部（授業料・給食費軽減） 

▶予算額…29,660 千円 

こども園保育部運営費（保育料免除）

▶予算額…28,095 千円

消防屯所整備事業（戸塚地区）

▶予算額…23,262 千円 

林道維持補修事業（林道大沢線ほか）

▶予算額…21,448 千円 

農業用施設等補修事業（関岡字上小坂地内ほか）

▶予算額…21,146 千円 

子ども医療費助成事業

▶予算額…16,449 千円 

矢祭小学校学習支援事業（講師４名配置） 

▶予算額…12,934 千円 

妊産婦健診費助成及び乳幼児健診費助成

▶予算額…9,311 千円 

社会人大学院大学院運営

▶予算額…8,152 千円 

結婚支援事業（プロジェクト Y事業）

▶予算額…6,930 千円 

中学校施設修繕工事 

▶予算額…3,425 千円 

高校生奨学助成事業

▶予算額…3,220 千円   

よりよい町づくりを目指して

伸び率では約 18.83％の増

その他の主な事業

■一般会計歳入予算構成比率表　 　　      単位▶千円　　       ■一般会計歳出予算構成比率表             単位▶千円

■一般会計の主な事業

■予算の概要　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　     単位▶千円

会計項目
平成 29 年度
当初予算額
①

平成 28 年度
当初予算額
②

当初予算額
比較

（①－②）
③

伸び率（③ /②）

一般会計 4,300,000 5,237,000 ▲ 937,000 ▲ 17.89％
小計 4,300,000 5,237,000 ▲ 937,000 ▲ 17.89％
国民健康保険特別会計 862,118 813,754 48,364 5.94％
工場団地造成事業特別会計 2,402 3,299 ▲ 897 ▲ 27.19％
宅地造成事業特別会計 6,105 7,001 ▲ 896 ▲ 12.80％
農業集落排水処理事業特別会計 28,759 31,000 ▲ 2,241 ▲ 7.23％
介護保険特別会計 539,808 520,715 19,093 3.67％
後期高齢者医療保険特別会計 139,168 134,911 4,257 3.16％
霊園事業特別会計 546 700 ▲ 154 ▲ 22.00％
水道事業会計 315,985 335,404 ▲ 19,419 ▲ 6％
収益的収入 151,795 154,906 ▲ 3,111 ▲ 2％
資本的支出 164,190 180,498 ▲ 16,308 ▲ 9％
小計 1,894,891 1,846,784 48,107 2.60％
合計 6,194,891 7,083,784 ▲ 888,893 ▲ 12.55％

歳入

区分 予算額 構成比率
町税 691,078 16.1％
各種交付金 129,701 3.0％
地方交付税 1,466,524 34.1％
分担金及び負担金 12,087 0.3％
使用料及び手数料 41,917 1.0％
国庫支出金 280,081 6.5％
県支出金 426,158 9.9％
繰入金 209,131 4.9％
繰越金 48,943 1.1％
諸収入 46,211 1.1％
町債 940,300 21.9％
その他 7,869 0.2％

計 4,300,000 100.0％

歳出

区分 予算額 構成比率
人件費 543,307 12.6％

物件費 920,484 21.4％

維持補修費 48,586 1.1％

扶助費 291,058 6.8％

補助費等 602,802 14.0％

投資的経費 1,124,055 26.1％

公債費 361,730 8.4％

貸付金 6,000 0.1％

繰出金 361,069 8.4％

予備費 40,673 0.9％

その他 236 0.0％

計 4,300,000 100％

一
般
会
計

特
別
会
計

総
額
前
年
比
約
12
・
６
％
の
減

61
億
９
４
８
９
万
円
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狂
犬
病
集
団
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す

　

全
て
の
飼
い
主
は
、
狂
犬
病

予
防
法
で
犬
の
登
録
と
予
防
接

種
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
登
録
は
１
度
で
す
が
、
予

防
接
種
は
毎
年
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

日
程　

４
月
26
日
（
水
）
〜
28

　

日
（
金
）

料
金　

▼
畜
犬
登
録
済
み
の
方

　
（
注
射
料
及
び
注
射
済
票
交
付

　

手
数
料
）
…
３
，
２
０
０
円

　

／
▼
新
し
く
犬
を
飼
っ
た
方

　
（
登
録
手
数
料
、
注
射
料
及

　

び
注
射
済
票
交
付
手
数
料
…

　

６
，
２
０
０
円
）　

お
釣
り

　

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他　

今
年
も
問
診
を
行
い

　

ま
す
の
で
、
同
封
の
問
診
票

　

に
記
入
し
、
注
射
前
の
受
付

　

時
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。
ま
た
、
病
気
や
妊
娠
を

　

し
て
い
る
犬
及
び
生
後
90
日

　

以
内
の
犬
は
、
注
射
を
受
け

　

る
前
に
獣
医
師
に
申
し
出
て

　

く
だ
さ
い
。
実
施
予
定
場
所

　

以
外
で
の
注
射
は
行
い
ま
せ

　

ん
。
必
ず
犬
を
コ
ン
ト
ロ
ー

　

ル
で
き
る
方
が
連
れ
て
来
て

　

く
だ
さ
い
。
多
少
の
時
間
の

　

ず
れ
に
つ
い
て
は
ご
了
承
願

　

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
健

　

康
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５

　

７
３

▶４月２７日（木）
場所 時間

久保橋前 9時 00 分～ 9時 05 分
谷地下バス停前（谷地下） 9時 06 分～ 9時 10 分
宇津久橋前 9時 11 分～ 9時 15 分
久曽渡橋前 9時 16 分～ 9時 20 分
菊地利和氏宅前（トキノス） 9時 21 分～ 9時 25 分
古市康夫氏宅前（中村） 9時 26 分～ 9時 30 分
内川保健福祉館 9時 32 分～ 9時 40 分
古市実氏宅前（峠遠目） 9時 41 分～ 9時 45 分
尾梶和彦氏宅前（名能目） 9時 46 分～ 9時 50 分
塩ノ海入口バス停前（奥田） 9時 52 分～ 9時 55 分
茗荷多目的集会施設 9時 56 分～ 10 時 00 分
本田正雄氏宅前（上茗荷） 10 時 02 分～ 10 時 05 分
仲田春治氏宅前（入山） 10 時 10 分～ 10 時 15 分
佐川富夫氏宅前（高野） 10 時 45 分～ 10 時 55 分
高山公民館 10 時 56 分～ 11 時 00 分
檜山道男氏宅前（福住） 11 時 10 分～ 11 時 15 分
尾亦明氏宅前（福住） 11 時 16 分～ 11 時 20 分
海老根橋前 11 時 30 分～ 11 時 35 分
トキノス入口（宮平） 11 時 36 分～ 11 時 40 分
近藤長二氏宅前（宮脇） 13 時 00 分～ 13 時 05 分
塙次郎氏宅前（下町） 13 時 06 分～ 13 時 10 分
県南建設㈱事務所前（上古宿） 13 時 12 分～ 13 時 20 分
下関河内地区多目的集会施設 13 時 22 分～ 13 時 30 分
古市健吾氏宅前（折屋） 13 時 32 分～ 13 時 40 分
藤田一憲氏宅前（新屋） 13 時 42 分～ 13 時 45 分
古市誠一氏宅前（越蒔） 13 時 46 分～ 13 時 50 分
大瀧通夫氏宅前（仲町） 13 時 52 分～ 14 時 00 分
冨永衛氏宅前（表木） 14 時 02 分～ 14 時 05 分
斎藤隆夫氏宅前（千本平） 14 時 07 分～ 14 時 10 分
大垬地区多目的集会施設 14 時 12 分～ 14 時 20 分
柏定雄氏宅前（屋敷前） 14 時 22 分～ 14 時 25 分
鈴木敏男氏宅前（明神） 14 時 26 分～ 14 時 30 分

▶４月２６日（水）
場所 時間

星金男氏宅前（早房） 9時 00 分～ 9時 04 分
菊池健治氏宅前（黒助） 9時 05 分～ 9時 10 分
柵・舟見集会所（上川原） 9時 11 分～ 9時 15 分
菊池清文氏宅前（舟見） 9時 18 分～ 9時 25 分
中石井多目的集会施設（舘谷） 9時 28 分～ 9時 35 分
パチンコ店跡地（岡下） 9時 37 分～ 9時 45 分
小野沢集会所（小野沢） 9時 47 分～ 9時 55 分
ＪＡふれあい店舗駐車場（反川原） 9時 57 分～ 10 時 05 分
緑川スタンド脇（仲） 10 時 07 分～ 10 時 15 分
下石井多目的共同利用施設 10 時 17 分～ 10 時 25 分
鈴木敏民氏宅前（細内） 10 時 27 分～ 10 時 32 分
正覚院前（入山） 10 時 35 分～ 10 時 45 分
ポインター跡地（山崎） 10 時 50 分～ 10 時 54 分
戸塚農業構造改善センター 10 時 58 分～ 11 時 03 分
田部林業事務所脇（大子沢） 11 時 05 分～ 11 時 13 分
石井憲一郎氏宅前（金沢） 11 時 15 分～ 11 時 18 分
旧りんご直売所前（矢沢） 11 時 19 分～ 11 時 26 分
矢祭中央団地駐車場 11 時 28 分～ 11 時 36 分
旧山野井公民館前（山野井） 11 時 38 分～ 11 時 46 分
増子悦子氏宅前（飯野） 13 時 00 分～ 13 時 05 分
古張允氏宅前（天神沢） 13 時 07 分～ 13 時 17 分
菊池平輔氏宅前（滝ノ沢） 13 時 19 分～ 13 時 22 分
高澤守氏宅前（江戸塚） 13 時 25 分～ 13 時 30 分
小坂集会所（作田） 13 時 32 分～ 13 時 40 分
金澤博幸氏宅前（板橋） 13 時 42 分～ 13 時 45 分
金澤せつ子氏宅前（板橋） 13 時 47 分～ 13 時 51 分
金澤力男氏宅前（芝） 13 時 53 分～ 13 時 56 分
藤井商店前（町） 13 時 59 分～ 14 時 07 分
矢祭山観光センター前（矢祭） 14 時 09 分～ 14 時 12 分
片野正義氏宅前（真木野） 14 時 14 分～ 14 時 17 分
石井近光氏宅前（高地原中） 14 時 19 分～ 14 時 22 分
石井信次氏宅前（宇津木） 14 時 24 分～ 14 時 27 分

▶４月２８日（金）
場所 時間

金澤寛氏宅前（上野内） 9時 00 分～ 9時 10 分
三浦宏之氏宅前（鍜治内） 9時 11 分～ 9時 15 分
神子島酒店前（清水内） 9時 16 分～ 9時 20 分
片野一郎氏宅前（竹ノ内） 9時 22 分～ 9時 30 分
豊田和夫氏宅前（手元） 9時 32 分～ 9時 35 分
豊田善一氏宅前（手元） 9時 36 分～ 9時 40 分
古市武氏宅前（中平） 9時 45 分～ 9時 55 分
片野一也氏宅前（入宝坂） 9時 57 分～ 10 時 00 分
薄井政廣氏宅前（川又） 10 時 05 分～ 10 時 08 分
佐藤孝信氏宅前（川又） 10 時 10 分～ 10 時 13 分
菊池友幸氏宅前（柳町） 10 時 16 分～ 10 時 20 分
佐藤慶一氏宅前（鶴ヶ池） 10 時 22 分～ 10 時 25 分
本田一彦氏宅前（追分） 10 時 30 分～ 10 時 34 分
佐藤薫氏宅前（馬渡戸） 10 時 40 分～ 10 時 45 分
塙利伊氏宅前（東山） 10 時 48 分～ 10 時 50 分
佐藤一郎氏宅前（東山） 10 時 55 分～ 10 時 58 分
川村ハル氏宅前（馬渡戸） 11 時 00 分～ 11 時 04 分
矢祭中学校前バス停留所 12 時 30 分～ 12 時 40 分
髙信怡彦氏宅前（舘本） 12 時 41 分～ 12 時 50 分
矢祭町商工会前 12 時 51 分～ 12 時 55 分
丸一屋輪業駐車場（桃木町） 12 時 56 分～ 13 時 00 分
小室正商店前（石田） 13 時 01 分～ 13 時 05 分
金澤医院前（反田） 13 時 06 分～ 13 時 10 分
ＪＡライスセンター入口（春田） 13 時 11 分～ 13 時 17 分
片野文勇氏宅付近（大高） 13 時 20 分～ 13 時 26 分
消防団屯所前（森下） 13 時 27 分～ 13 時 31 分
佐川憲成氏宅前（中坪） 13 時 32 分～ 13 時 36 分
小田川地区多目的集会施設 13 時 38 分～ 13 時 47 分
菊地清氏宅前（中山） 13 時 48 分～ 13 時 52 分
ニュータウン中山多目的集会施設 13 時 53 分～ 14 時 02 分
塙平氏宅前（喜三） 14 時 04 分～ 14 時 08 分
金澤和友氏宅前（沼ヶ沢） 14 時 09 分～ 14 時 13 分
矢祭町役場駐車場 14 時 20 分～ 14 時 30 分

　

平
成
29
年
４
月
１
日
よ
り
、

田
村
郡
三
春
町
に
「
福
島
県
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
」
が
開
所
し

ま
し
た
。

　

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
開
所

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
県
北
、
県

中
及
び
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

（
保
健
所
）
で
実
施
し
て
い
た

動
物
愛
護
管
理
業
務
が
、
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
に
移
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
津
及
び
相
双
保
健

福
祉
事
務
所
（
保
健
所
）
が
実

施
し
て
い
た
同
業
務
に
つ
い
て

は
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
会
津

支
所
及
び
相
双
支
所
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

主
な
業
務　

　

一
、
犬
・
猫
に
関
す
る
相
談
、

　
　
　

苦
情
の
受
付

　

一
、
放
置
犬
等
の
捕
獲
、
負

　
　
　

傷
犬
・
猫
の
保
護

　

一
、
犬
・
猫
の
引
取
り

　

一
、
収
容
犬
の
返
還

　

一
、
犬
・
猫
の
譲
渡

　

一
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

　
　
　

の
動
物
取
扱
業
の
登
録

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
動
物
愛

　

護
セ
ン
タ
ー
（
田
村
郡
三
春

　

町
☎
０
２
４
‐
９
５
３
‐
６

　

４
０
０
／
会
津
支
所
（
会
津

　

若
松
市
☎
０
２
４
２
‐
２
９

　

‐
５
５
１
７
／
相
双
支
所（
南

　

相
馬
市
☎
０
２
４
４
‐
２
６

　

‐
１
３
５
１

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
は
飼
い
主
と
し
て
の
責
任
で
す

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

が
開
所
し
ま
し
た

開所した「福島県動物愛護センター」
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認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
と

は
、
医
療
と
介
護
の
専
門
職
が
、
認

知
症
の
疑
わ
れ
る
方
や
認
知
症
の
方

の
自
宅
を
訪
問
し
、
状
態
に
応
じ
た

助
言
な
ど
を
お
こ
な
う
チ
ー
ム
で

す
。

　

対
象
は
40
歳
以
上
の
在
宅
の
方
で

認
知
症
の
方
又
は
認
知
症
が
疑
わ
れ

る
方
で
、
認
知
症
の
診
断
や
治
療
を

受
け
て
い
な
い
、
又
は
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
し
て
い
な
い
、
又
は
認

知
症
の
症
状
が
強
く
対
応
に
困
る
方

が
該
当
と
な
り
ま
す
。

　

親
が
認
知
症
で
は
な
い
か
と
思
う

が
受
診
し
て
く
れ
な
い
、
近
所
に
急

に
問
題
行
動
が

見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
人
が

い
て
困
っ
て
い

る
、
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者

で
認
知
症
が
疑

わ
れ
る
人
が
い

る
。
こ
ん
な
時

は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

矢
祭
町
地
域

　

包
括
支
援
セ

　

ン
タ
ー
☎
４
６

　

‐
３
７
７
０

　

平
成
29
年
３
月
15
日
、
認
知
症
対

応
型
通
所
介
護
事
業
所
の
ユ
ー
ア
イ

ホ
ー
ム
お
ひ
さ
ま
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
が
開
所
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
方
や
家
族
の
方
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
よ

う
、
町
が
社
会
福
祉
法
人
矢
祭
福
祉

会
に
依
頼
を
し
、
３
月
に
認
可
を
受

け
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
は
、
認

知
症
の
方
が
利
用
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
事
業
所
に
お
い
て
、入
浴
、

食
事
等
の
介
護
を
受
け
な
が
ら
、
機

能
訓
練
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

矢
祭
町
の
平
成
29
年
１
月
現
在
の

高
齢
化
率
は
35
．
１
％
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
高
齢
化
に
伴
い
認
知
症
を

患
う
方
も
増
え
て
お
り
、
平
成
25
年

度
か
ら
の
３
年
間
、
新
規
の
介
護
保

険
申
請
の
主
た
る
原
因
疾
患
で
は
第

１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
在

宅
の
要
介
護
者
の
６
割
は
見
守
り
が

必
要
な
レ
ベ
ル
の
認
知
症
で
あ
る
と

診
断
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
認
知
症

へ
の
ニ
ー
ズ
は
増
加
す
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
早
め
に
専
門
医
の
診

断
・
治
療
を
受
け
、適
切
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
等
を
利
用
す
る
こ
と
で
落
ち
着

い
た
状
態
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
ネ
コ
を
ト
ラ
に
し
な
い
」
こ

と
が
大
切
で
す
。
認
知
症
は
本
人
だ

け
で
な
く
家
族
の
負
担
も
大
き
く
、

地
域
全
体
で
の
認
知
症
へ
の
取
組
み

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
認
知
症
の
方
が
い
つ
ま

で
も
住
み
慣
れ
た
居
宅
に
お
い
て
日

常
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま

た
、
ご
家
族
の
負
担
が
少
し
で
も
軽

減
さ
れ
る
よ
う
、
こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ユ
ー
ア
イ
ホ
ー
ム

　

お
ひ
さ
ま
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　

タ
ー
☎
４
６
‐
３
３
８
９

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業

「
お
ひ
さ
ま
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
開
所

１　開所を記念してテープカットをするみなさん　
２　おひさまデイ内覧会で室内を見学する方々　３　おひさまデイ専用の浴室

２ ３

１

　町では一般介護予防事業の
ひとつとして、「脳若トレー
ニング」を６月から開催しま
す。タブレット端末アイパッ
ドを使った認知症を予防する
教室です。
　教室開催にさきだち、事前
申込も兼ねた無料体験会を右
記表のとおり実施いたしま
す。参加希望の方は、日時を

どれかひとつ選んでお申込く
ださい。
対象者▶町内在住の６５歳以
　　　　上の方

場所▶中央公民館　
定員▶各回１０名
申込▶町民福祉課福祉グルー
　　　プ☎４６－４５８１

月 日 午前の部 午後の部

5 月 1 0 日 （ 水 ） 10：30 ～ 11：30 13：00 ～ 14：00

5 月 1 7 日 （ 水 ） 10：30 ～ 11：30 13：00 ～ 14：00

5 月 2 4 日 （ 水 ） 10：30 ～ 11：30 13：00 ～ 14：00

脳若トレーニング無料体験会参加者募集

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
が
発
足
し
ま
す



　

今
回
は
、
下
石
井
に
お
す
ま
い
の

菊
池
農
園
代
表
、
菊
池
正
一
さ
ん
の

お
宅
へ
お
じ
ゃ
ま
い
た
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
イ
チ
ゴ
の
収
穫
が
忙
し
い

最
中
で
し
た
が
、
快
く
対
応
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

菊
池
さ
ん
の
家
族
は
、
ご
本
人
と

妻
の
美
智
子
さ
ん
、
長
男
克
教
さ
ん

ら
子
供
達
の
五
人
暮
ら
し
で
、
忙
し

い
中
に
も
楽
し
い
毎
日
を
お
過
ご
し

と
の
こ
と
。

　

現
在
の
所
に
居
を
構
え
、「
い
ち

ご
」
の
栽
培
を
し
て
か
ら
、
20
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま

で
は
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
と
し
て
働
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
仕
事
に
追
わ
れ

続
け
る
ハ
ー
ド
な
毎
日
で
あ
り
、
家

族
と
過
ご
す
時
間
も
全
く
な
い
状
態

だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。「
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
。」
と
、
一
念
発
起

し
て
い
ち
ご
栽
培
を
始
め
た
そ
う
で

す
。

　

栽
培
開
始
直
後
は
、
い
ち
ご
を
栽

培
し
て
い
た
先
輩
や
Ｊ
Ａ
職
員
の
指

導
受
け
な
が
ら
も
大
変
な
日
々
で
し

た
が
、
今
は
、
経
営
も
安
定
し
て
き

た
と
い
う
こ
と
で
、
仲
間
の
皆
さ
ん

へ
の
感
謝
を
口
に
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
、
ハ
ウ
ス
８
棟
に
「
と

ち
お
と
め
」
を
作
付
し
て
お
り
、
育

苗
か
ら
定
植
、
育
成
、
収
穫
、
出
荷

ま
で
気
を
抜
く
暇
は
な
い
そ
う
で
す

が
、家
族
で
協
力
し
て
働
け
る
喜
び
、

幸
せ
を
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。
い

ち
ご
は
収
穫
期
間
が
11
月
か
ら
半
年

ほ
ど
続
く
た
め
、
こ
れ
か
ら
が
最
も

忙
し
く
な
る
よ
う
で
す
。

　

受
粉
の
効
率
を
高
め
る
為
に
ミ
ツ

バ
チ
の
飼
育
を
し
て
い
る
た
め
、
５

月
の
山
桜
・
６
月
の
ア
カ
シ
ヤ
の
蜜

採
集
も
し
て
お
り
ま
す
。
味
も
良
い

高
品
質
の
蜂
蜜
が
採
れ
る
そ
う
で
、

新
鮮
で
美
味
し
い「
い
ち
ご
」と「
蜂

蜜
」
を
是
非
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
と
、
満
面
の
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

将
来
へ
の
抱
負
に
つ
い
て
伺
う
と
、

息
子
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
安
定
し

た
「
い
ち
ご
栽
培
」
を
し
て
い
け
れ

ば
そ
れ
だ
け
で
い
い
と
の
こ
と
。
長

男
の
克
教
さ
ん
は
ま
だ
24
歳
と
若
い

も
の
の
、
栃
木
県
内
の
い
ち
ご
農
家

で
二
年
間
働
き
な
が
ら
、
栽
培
技
術

を
学
ん
で
き
た
経
歴
の
持
ち
主
で
す
。

そ
ん
な
克
教
さ
ん
で
す
か
ら
、
父
正

一
さ
ん
の
信
頼
と
期
待
は
大
変
な
も

の
。
親
子
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
れ
か

ら
も
益
々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

広
報
担
当
委
員　

松
本
義
勝

農業委員会だよりAgriculture Committee News Letter

◆
ガ
ン
バ
っ
て
い
る
人
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

いしいやすゆき●昭和
35年 1月生まれ。57歳。
上関河内在住。担当地区
は東山。趣味は釣り。好
物は野菜、肉類。

農業委員会委員

石井　康行

PROFILE

　

平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ

れ
た
改
正
農
業
委
員
会
法
に
基
づ
く

最
初
の
農
業
委
員
に
就
任
し
て
、
も

う
す
ぐ
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
従
事
し
て
き
た
主

な
活
動
内
容
は
、
農
業
委
員
会
総
会

に
お
け
る
農
地
権
利
移
動
の
許
可
申

請
や
農
地
の
転
用
、
地
目
の
変
更
に

関
す
る
審
議
等
で
す
。
そ
れ
に
伴
う

現
地
確
認
も
あ
り
ま
す
。
農
地
法
な

ど
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
不

足
で
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
諸

先
輩
方
に
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も

度
々
で
す
。

　

ま
た
、
農
地
利
用
最
適
化
に
向
け

た
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消

も
重
要
な
活
動
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ

の
こ
と
を
強
力
に
促
進
す
る
た
め
に
、

地
区
ご
と
に
新
た
に
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
委
嘱
さ
れ
、
農
業
委

員
と
二
人
三
脚
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

私
が
担
当
す
る
地
区
は
、
阿
武
隈
山

系
の
山
間
地
で
、
蒟
蒻
栽
培
の
衰
退
と

と
も
に
耕
作
放
棄
地
が
目
立
つ
よ
う
に

な
り
、
農
業
委
員
活
動
で
そ
の
現
状
を

再
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
遊
休
農
地

の
意
向
調
査
で
地
元
を
回
っ
て
い
る

と
、
今
後
耕
作
を
再
開
す
る
予
定
は
な

い
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
の
状
況
が
続
い
た
と
し
て
、
５

年
10
年
後
に
は
一
体
ど
の
様
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
な
か
な
か
想
像
も

で
き
ま
せ
ん
。

農
業
委
員
と
し
て
、
少
し
で
も
こ
の

状
況
が
改
善
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
前
向
き

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

新
農
業
委
員
と
し
て
の

一
年
を
振
り
返
っ
て

Ｙ
ＡＳＵＹＵＫＩ　ＩＳＨＩＩ 

店舗紹介

代表　菊池　正一
菊池農園

矢祭町大字下石井字若宮 23 番地
電話　0247-46-2234

菊
池　

正
一
さ
ん

　
　
　

美
智
子
さ
ん
（
妻
）

　
　
　

克
教
さ
ん
（
長
男
）

ＭＡＳＡＭＩＴＳＵ　
ＯＭＡＴＡ 

おまたまさみつ●昭和
28年12月生まれ。63歳。
下関河内在住。担当地区
は下関河内。趣味は旅行。
好物はフルーツ。

農業委員会委員

尾亦　正光

PROFILE

　

矢
祭
町
の
耕
作
面
積
は
、
近
隣
市
町

村
の
中
で
も
最
も
少
な
い
部
類
に
入
る

と
思
い
ま
す
が
、
町
内
の
農
業
経
営
者

は
そ
の
経
営
努
力
に
よ
り
他
町
村
に
負

け
な
い
経
営
を
し
て
い
る
人
が
数
多
く

い
ま
す
。

　

私
は
農
業
委
員
と
し
て
、
そ
ん
な
矢

祭
町
の
農
業
の
更
な
る
活
性
化
に
寄
与

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
方
法
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
み
た
と

き
、
や
は
り
新
規
就
農
者
が
増
え
る
の

が
一
番
良
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

世
間
一
般
的
に
は
農
業
経
営
に
対
し

て
厳
し
い
見
方
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
個
人
的
に
は
農
業
と
い
う
の
は
、

経
営
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
儲
か
る
職
業

に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
今
は
有
利
な
助
成
金
等
も

あ
る
と
は
い
え
、
経
営
そ
の
も
の
は
簡

単
で
は
な
い
た
め
、
若
い
人
に
「
農
業

始
め
た
ら
儲
か
る
よ
。」
と
は
な
か
な
か

言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
、
他
の
産

業
と
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
農
業
経
営
は

有
利
と
は
言
え
な
い
の
か
な
と
い
う
の

が
正
直
な
想
い
で
す
。

　

今
の
ま
ま
で
は
新
規
就
農
者
が
増
え

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
今
現
在
の
矢
祭
町

の
農
業
経
営
者
が
良
い
環
境
で
伸
び
伸

び
経
営
で
き
る
よ
う
に
知
恵
を
出
し
て

い
く
の
が
、
行
政
や
農
業
委
員
会
の
役

割
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
農
業
経
営

者
が
喜
ぶ
よ
う
な
知
恵
を
二
つ
三
つ
出

し
て
、
所
得
向
上
の
役
に
立
て
る
よ
う

な
事
に
な
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

更
に
こ
れ
か
ら
は
、
商
工
業
に
お
い

て
行
か
れ
な
い
よ
う
に
、
商
工
業
と
農

業
と
行
政
が
協
力
し
て
矢
祭
町
の
「
産

業
」
と
し
て
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

い
け
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
伸
び
伸
び
と
し
た

経
営
環
境
を
目
指
し
て
」

菊
池
農
園

13 12
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Library Inform
ation

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
４
月
の
イ
ベ
ン
ト

矢
祭
読
書
の
日
…
４
月
16
日
（
日
）
午
前

　

９
時
〜
正
午

　

第
３
日
曜
日
は
読
書
の
日
。
お
近
く
の

　

文
庫
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
今
月
の
コ
ー
ナ
ー
】

　

毎
月
テ
ー
マ
ご
と
に
家
読
の
お
す
す
め

　

の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
今
月
は
桜
の
季

　

節
に
な
り
ま
し
た
。「
さ
く
ら
」
を
テ
ー

　

マ
に
し
た
絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。

【
あ
た
ら
し
く
寄
贈
さ
れ
た
本
】

「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
」
こ
ぐ
れ
ま
さ

こ
・
ぶ
ん　

す
ず
き
だ
い
ち
・
え
（
絵
本
）

　

▼
ウ
サ
ギ
の
よ
う
な
、
シ
カ
の
よ
う
な

　
　

不
思
議
な
生
き
物
。
埼
玉
県
深
谷
市

　
　

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ふ
っ
か

　
　

ち
ゃ
ん
」。
昨
年
、
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
を

　
　

題
材
に
し
た
絵
本
作
品
を
全
国
か
ら

　
　

募
集
し
、
大
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
で

　
　

す
。

【
読
書
通
帳
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

図
書
館
で
無
料
配
布
し
て
い
る
「
読
書

　

通
帳
」
は
、
30
冊
読
ん
で
ひ
と
こ
と
感

　

想
も
加
え
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ゆ

　

め
活
ポ
イ
ン
ト
を
50
ポ
イ
ン
ト
さ
し
あ

　

げ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
月
の
休
館
日

　

４
月
３
日
（
月
）、
４
月
10
日
（
月
）、
４

　

月
24
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館

　

☎
４
６
‐
４
６
４
６

矢祭町地域おこし協力隊コラム
『
花
咲
く
季
節
』

　

福
島
県
内
で
一
番
の
早
咲
き

の
桜
「
戸
津
辺
の
桜
」。
そ
し

て
矢
祭
山
公
園
の
桜
と
つ
つ
じ

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
矢
祭
町
の
色

と
り
ど
り
な
豊
か
な
景
色
と
出

会
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

燃
え
る
よ
う
に
紅
い
秋
の
紅

葉
。
凛
と
し
た
そ
の
姿
を
見
せ

る
山
々
の
冬
の
雪
化
粧
。
風
光

明
媚
な
景
観
を
誇
る
矢
祭
町
の

秋
景
色
と
冬
景
色
は
、
ば
っ
ち

り
と
満
喫
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
何
と
言
っ
て
も
今
年

は
、
久
慈
川
の
水
面
に
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
状
の
氷
が
流
れ
て
く
る

現
象
、「
シ
ガ
」。
そ
の
発
生
条

件
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、
３
年

ぶ
り
と
言
わ
れ
る
程
の
シ
ガ
に

も
出
会
う
事
も
で
き
ま
し
た
。

　

い
い
時
期
に
矢
祭
町
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
矢

祭
町
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を

こ
の
身
を
持
っ
て
体
感
す
る
こ

と
が
叶
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
矢
祭
町
の
見
知
ら

ぬ
景
観
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
滝
川
渓
谷
、桧
山
、

佳
老
山
な
ど
な
ど
！
体
力
に
不

安
を
抱
え
る
私
に
と
っ
て
は
酷

な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な
り
ま
す

が
、
歩
く
こ
と
で
感
じ
と
れ
る

コ
ト
、
目
で
見
る
こ
と
で
見
え

て
く
る
モ
ノ
、
自
分
が
感
じ
る

感
覚
も
大
切
に
し
な
が
ら
矢
祭

町
を
こ
れ
か
ら
も
楽
し
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
訪
れ
る
矢
祭
町
の

春
と
夏
が
と
て
も
楽
し
み
で

す
。

森田僚
ともや

也（35）

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
案
内

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一

般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、

ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学

院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及

び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年

以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す

る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の
前
年

所
得
が
次
の
計
算
で
計
算
し
た

金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件

で
す
。

【
所
得
の
目
安
】
１
１
８
万　

円
＋
（
扶
養
親
族
等
の
数　

×

38
万
円
）

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と

な
り
ま
す
が
、
承
認
を
受
け
た

次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る

場
合
、
４
月
始
め
に
再
申
請
の

用
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
学
生
納
付
特
例

制
度
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
ご
返
送
く

だ
さ
い
。

３
歳
児
健
診
の
虫
歯
な
し
は

20
人
中
14
人
で
し
た

根本來
く れ な

玲奈ちゃん

鈴木雄
ゆうと

仁くん

菊池理
り く

來くん

豊田真
ま ほ の

歩乃ちゃん

藤田大
だいき

生くん

松浦真
まひろ

大くん

鈴木昊
こう

くん

冨永大
た い し

維志くん

鈴木麗
れ い

依ちゃん

蓑田大
はると

翔くん

谷田部航
こうすけ

介くん

長谷川幹
かんた

汰くん

吉成悠
ゆうき

生くん

尾梶蘭
ら な

奈ちゃん

　学生納付特例制度により、平成
２８年度に保険料納付を猶予されて
いる方で、平成２９年度も引き続き
在学予定の方へ、３月末に基礎年金
番号等が印字されたハガキ形式の学
生納付特例申請書を送付いたしまし
た。同一の学校に在学されている方
は、このハガキに必要事項を記入し
返送いただくことにより、平成２９
年度の申請ができます。（この場合、
在学証明書または学生証の写しの添
付は不要です）なお、平成２９年度
は学生納付特例制度を利用せず、保
険料の納付を希望される場合は納付
書を送付いたしますので、お手数で
すがお近くの年金事務所にご連絡く
ださい。
問い合わせ
　▶日本年金機構白河年金事務所
　　☎０２４８- ２７- ４１６１
　▶町民福祉課町民グループ
　　☎０２４７- ４６- ４５７４

国民年金保険料学生納付特例制度
申請方法について

俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

湯
け
む
り
や
夕
日
と
ど
め
し
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

風
触
れ
り
古
代
色
ど
る
つ
る
し
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

柳
子

錠
剤
を
喉
に
泳
が
す
今
朝
の
春

う
ぐ
い
す
の
初
音
降
り
来
し
遺
跡
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

人
に
習
い
人
に
遅
れ
て
薯
植
え
る

春
浅
し
間
伐
林
に
陽
の
ぬ
く
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

春
山
へ
戻
ら
ぬ
青
春
呼
ん
で
見
る

実
千
両
触
れ
れ
ば
こ
ぼ
す
二
・
三
粒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
見　

ふ
ゆ

鳥
の
糞
洗
い
流
せ
る
春
の
雨

首
痛
に
う
つ
ら
う
つ
ら
の
春
の
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
た
つ
江

背
戸
の
木
の
芽
吹
き
し
気
配
や
風
光
る

も
う
春
は
し
っ
か
り
来
て
る
枝
の
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

霜
焼
け
の
治
る
疼
き
よ
梅
眞
白

バ
ス
を
待
つ
花
種
を
売
る
店
の
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

正
則
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猫を飼いたいです。

自宅を新築することです。

今は特にこれといったものがないので、没頭できる
何かを探しています。

自然が豊かで、のどかなところが好きです。

子どもから大人まで誰でも楽しめるような施設がほ
しいです。

休日は色々なところに行きたいと思っているので、
おすすめのドライブコースがあったら町内のみなさ
んに教えてもらいたいです。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
み
ん
な
で
楽
し
め
る
施
設
が
ほ
し
い

冨永　良樹さん

Ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉｋ
ｉ
　
Ｔ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｇ
ａ

とみながよしき● 19 歳・下関河内在住

メッセージ

from結婚支援室（34）

message

次は滑川晃弘さん（上関河内）の予定です。

No.37

　　

棚
倉
警
察
署
矢
祭
駐
在
所
勤
務

３
年
目
を
迎
え
た
冨
山
信
幸
さ

ん
。
以
前
は
会
計
事
務
所
で
働
い

て
い
た
と
い
う
冨
山
さ
ん
は
、
住

民
の
安
心
安
全
を
守
り
た
い
と
平

成
19
年
か
ら
警
察
官
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　

駐
在
所
で
の
業
務
は
、
日
中
毎

日
行
っ
て
い
る
お
宅
を
直
接
訪
問

し
て
の
防
犯
広
報
や
パ
ト
カ
ー
で

管
内
を
巡
回
す
る
と
い
っ
た
業
務

が
主
だ
そ
う
で
す
。
冨
山
さ
ん
は

「
外
回
り
の
業
務
が
多
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、
直
接
駐
在
所
に
来

ら
れ
た
方
に
は
『
ま
た
い
な
い
』

と
思
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
毎
日
の
業
務
と

は
い
え
駐
在
所
が
不
在
に
な
る
こ

と
は
本
当
に
申
し
訳
な
い
な
と
い

う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。」

と
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
全
て
応
え
ら

れ
な
い
こ
と
へ
の
歯
痒
さ
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
冨
山
さ
ん
は
「
地
域
の

方
と
の
ふ
れ
あ
い
が
こ
の
仕
事
の

楽
し
さ
の
ひ
と
つ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
矢
祭
の
方
は
警
察
官
と
し

て
だ
け
で
な
く
一
人
の
人
間
と
し

て
私
と
接
し
て
く
れ
る
の
で
嬉
し

い
で
す
。
そ
れ
が
地
域
の
人
を
犯

罪
や
交
通
事
故
か
ら
守
ら
な
け
れ

ば
と
い
う
私
の
中
の
強
い
気
持
ち

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。」
と
地
域

の
方
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
「
４
月
６
日
か
ら
15
日

ま
で
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
。
新
生
活
が
ス
タ

ー
ト
し
た
学
生
や
社
会
人
な
ど
土

地
慣
れ
し
て
い
な
い
方
の
事
故
や

観
光
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
る
の
で
普

段
渋
滞
し
な
い
場
所
で
の
渋
滞
が

発
生
し
危
険
で
す
。
地
域
の
方
に

は
十
分
に
気
を
付
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。」
と
冨
山
さ

ん
は
地
域
の
安
寧
を
願
い
続
け
ま

す
。

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

　２９年度も昨年同様に開催します。
仕事の帰りにお友達と一緒にお茶しま
せんか？
日時　毎月第３水曜日　18 時～ 21 時
会場　ユーパル矢祭レストラン「結」
会費　無料（コーヒー、紅茶、お菓子
　　　あります）

詳しくは、結婚支援室まで。
ＴＥＬ 0247-46-4884

●町への要望はありますか？

おしゃべりカフェのお知らせ

毎日欠かさず行っている防犯広報で管内地域のお宅
を訪れる冨山さん。

警
察
官
で
は
な
く
一
人
の
人
間
と
し
て

接
し
て
く
れ
る
こ
と
に
感
謝

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.37 －

冨
山
信
幸
さ
ん

PROFILE
【とみやまのぶゆき】　38歳。関岡在住。
趣味はサイクリング、釣り。モットーは「平
常心」

　
「
私
た
ち
夫
婦
は
、
平
成
29
年

２
月
８
日
に
入
籍
し
、
新
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
私
は
も

と
も
と
地
元
に
お
り
ま
し
た
の

で
、
夫
と
な
っ
て
か
ら
も
あ
ま
り

生
活
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
妻
は

町
外
か
ら
嫁
い
だ
た
め
生
活
環
境

が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。妻
は
、

『
楽
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
環
境
が

変
わ
っ
て
大
変
な
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
夫
や
夫
の
家

族
が
支
え
て
く
れ
、
協
力
し
て
く

れ
る
の
で
安
心
し
た
新
生
活
を
送

れ
て
い
ま
す
。』
と
話
し
ま
す
。

　

新
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
に
不

安
を
抱
く
方
も
多
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
恐
れ
ず
に
新
し
い
環
境
に

飛
び
込
ん
で
み
る
こ
と
も
大
事
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
は
そ
う
い
っ
た
気
持
ち
で
日
々

の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。」

　

結
婚
に
よ
る
環
境
の
変
化
や
文

化
の
違
い
等
は
、
こ
れ
か
ら
も
生

活
の
中
で
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
れ
を
受
け
入
れ
楽
し
む
こ

と
が
こ
れ
か
ら
の
人
間
関
係
を
築

き
、
豊
か
な
結
婚
生
活
を
育
む
の

で
し
ょ
う
。
永
く
お
幸
せ
に
。

菊池さんご夫婦
戸塚在住

新
た
な
生
活



TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

受章された滑川さんのご家族と町長、県南地方振興局長

　３月７日（火）、棚倉町の石澤壽子さんが来庁され、
矢祭山公園に桜を増やして下さいと矢祭町観光協会
に桜苗木購入資金を寄付しました。曾祖父が愛した
場所を名勝地として後世に残してほしいとの願いか
ら１３年連続での寄付となっており、町観光協会で
は、４月中に桜の記念植樹を計画しています。

表彰を受けた小・中学生

　２月２７日（月）、元議会議員の故滑川佳男さん
に「旭日単光章」が自宅で伝達されました。滑川さ
んは昭和５９年から平成１６年までの５期２０年間
議会議員として在職され、平成４年からは４年間議
会議長を歴任されました。今回の受章はそれらの多
大な功績によるものです。

町長に寄付を手渡す石澤さん

　２月２８日（火）、役場第１会議室で若鮎チャレ
ンジサポート事業表彰式が開催されました。平成
２８年度において県、東北、全国のスポーツ競技や
文化活動の大会、コンクールに出場・入賞した小・
中学生の活躍を称えて表彰状と記念品が町長より贈
られました。

議長等歴任による多大な功績により
▶「旭日単光章」伝達式

１３年連続での寄付に感謝
▶石澤壽子さん浄財寄付

各種競技や文化活動での活躍を称えて
▶若鮎チャレンジサポート事業表彰式

受賞した児童と永山校長、菊池自立総務課長

ご家族、町長、施設長と記念撮影をする井坂さん（下列中央）

　３月２１日（月）、３月１８日で百歳を迎えた井
坂モンさん（小田川）への百歳高齢者賀寿等贈呈式
が、大子町の介護老人保健施設やすらぎにおいて開
催されました。井坂さんには、県や町、町社会福祉
協議会、町高齢者クラブ連合会からそれぞれ祝状や
記念品等が贈られました。

３月１８日の誕生日で百歳達成
▶百歳高齢者賀寿等贈呈式

審査員を悩ませる素晴らしい作品の数々
▶納税推進に関する「標語」コンクール表彰式

　３月２２日（火）、矢祭小学校校長室にて納税推
進に関する「標語」コンクール表彰式が開催されま
した。今年は、昨年を上回る１６５点の応募があり、
最優秀賞（矢祭町長賞）１名、矢祭町納税貯蓄組合
連合会長賞１名、矢祭町納税貯蓄組合連合会優秀賞
５名がそれぞれ表彰されました。

配備された小型動力ポンプ積載車と町長、町消防団

記念植樹をするみなさん

　３月１２日（日）、加羅沢地内の広場で金沢地域里
山再生プロジェクト第１回植樹祭が開催されました。
開会式では、募集していた愛称の審査結果が発表さ
れ、９８点の中から山野井の海野律子さん考案の「来

く

る里
り

の杜
もり

」と決定しました。また、植樹祭には２２０
人が参加し家族や友人との植樹を楽しんでいました。

金沢地域里山の愛称決定　
▶金沢地域里山再生プロジェクト第 1回植樹祭

　３月１６日（木）、山村開発センター駐車場にお
いて小型動力ポンプ積載車・小型動力ポンプ引き渡
し式が行われました。町から積載車が第８班（高山）
と第１２班（茗荷）に、小型動力ポンプが第１６班（高
野谷地）にそれぞれ配備されました。これにより一
層強固な体制が整えられました。

最新鋭ポンプ積載車・ポンプ一式を配備
▶小型動力ポンプ積載車・小型動力ポンプ引き渡し式
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　４月に突入し平成２９年度がスタートし
ました。私事ですが広報担当３年目となり、
新たな気持ちで広報作りに励もうと思って
います。今年度も多くの町民の方に取材等
をお願いする場面があるかと思いますので、
ご協力お願いいたします。
　先月号でお伝えしました石井寿美選手で
すが、初マラソンにもかかわらず５位と大
活躍でした。今年度も石井選手の走りに注
目したいと思います。　　　　　　　　（海）

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
療
育
手
帳
等
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
の
た
め
に
使

用
す
る
自
動
車
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
も
の
は
、
申
請

に
よ
り
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

ま
す
の
で
、
平
成
29
年
５
月
31

日
（
水
）
ま
で
に
減
免
申
請
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

減
免
と
な
る
障
が
い
の
範
囲
、

申
請
手
続
き
の
詳
細
な
ど
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
県
南
地

　

方
振
興
局
県
税
部
課
税
課
☎

　

０
２
４
８
‐
２
３
‐
１
５
１

　

９
平
成
29
年
度
の
自
動
車
税
は
、

銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
の
ほ

か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
５
月
31
日
（
水
）
ま
で
に

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
県
南
地

　

方
振
興
局
県
税
部
課
税
課
☎

　

０
２
４
８
‐
２
３
‐
１
５
１

　

９

　

森
林
は
、
水
源
や
、
土
砂
災

害
の
防
止
、
美
し
い
景
観
を
つ

く
り
、
さ
ら
に
酸
素
を
つ
く
り

出
す
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
様
々
な
働
き
を
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
伐
採

さ
れ
な
い
高
齢
の
森
林
や
手
入

れ
さ
れ
て
い
な
い
森
林
が
多
く

あ
り
、
若
返
り
や
手
入
れ
を
必

要
と
す
る
森
林
も
見
ら
れ
ま

す
。
そ
ん
な
森
林
を
お
持
ち
の

方
、
元
気
な
森
林
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
に
、
所
有
す
る

森
林
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
所
有
し
て
い
る
森
林
が

左
記
の
項
目
に
あ
て
は
ま
っ
て

い
る
場
合
、
ま
と
ま
っ
た
森
林

を
対
象
に
現
地
の
確
認
や
森
林

の
手
入
れ
等
で
活
用
で
き
る

様
々
な
補
助
事
業
が
あ
り
ま

す
。
特
に
伐
採
で
き
る
森
林
で

は
、
間
伐
や
皆
伐
を
行
い
、
伐

採
し
た
木
を
販
売
し
て
収
益
を

あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、

皆
伐
し
た
森
林
へ
は
植
栽
を
行

い
、
次
の
世
代
へ
、
ふ
る
さ
と

の
未
来
へ
、
元
気
な
森
林
を
残

し
ま
し
ょ
う
。

項
目　

自
分
の
所
有
森
林
の
場

　

所
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
子

　

ど
も
に
教
え
る
こ
と
が
で
き

　

な
い
／
場
所
は
わ
か
る
が
、

　

森
林
の
状
態
の
判
断
が
で
き

　

な
い
／
森
林
が
荒
れ
て
い
て

　

元
気
が
な
く
、
災
害
が
心
配

　

／
森
林
か
ら
少
し
で
も
収
益

　

を
得
た
い

補
助
事
業　

森
林
整
備
地
域
活

　

動
支
援
交
付
金
事
業
／
ふ
く

　

し
ま
森
林
再
生
事
業
／
一
般

　

造
林
事
業
／
森
林
整
備
事
業

　
（
森
林
環
境
基
金
事
業
）

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
県
南
農

　

林
事
務
所
森
林
林
業
部
☎
０

　

２
４
７
‐
３
３
‐
２
１
２
１

　

／
東
白
川
郡
森
林
組
合
☎
０

　

２
４
７
‐
３
３
‐
２
１
６
１

　

／
事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ
☎

　

４
６
‐
４
５
７
６

　

交
通
事
故
の
加
害
者
や
窃

盗
、
傷
害
な
ど
の
犯
人
を
裁
判

所
に
起
訴
（
処
罰
を
求
め
る
こ

と
）
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を

行
う
の
は
検
察
官
の
み
で
あ
る

こ
と
は
ご
存
知
で
す
か
。
も
し

万
が
一
、
そ
の
検
察
官
が
判
断

ミ
ス
に
よ
っ
て
、
無
実
の
人
を

起
訴
し
、
ま
た
、
処
罰
す
べ
き

人
を
不
処
遇
（
処
罰
を
求
め
る

こ
と
を
し
な
い
）
に
し
て
し

ま
っ
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う

か
。
無
実
の
人
が
起
訴
さ
れ
た

場
合
に
は
裁
判
所
が
無
実
の
判

決
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
起
訴
す
べ
き
人
を
不
起
訴

に
し
て
し
ま
っ
た
ら
裁
判
に
か

け
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
し
、

検
察
官
の
誤
り
を
是
正
す
る
手

段
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
選
挙
権
を
有
す

る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば

れ
た
11
人
の
人
々
（
検
察
審
査

員
）
が
、
検
察
官
が
不
起
訴
に

し
た
事
件
に
つ
い
て
、
そ
の
判

断
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一

般
国
民
の
声
を
検
察
官
の
仕
事

に
反
映
さ
せ
適
正
な
運
営
を

図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
制
度
が

検
察
診
査
会
制
度
で
す
。
こ
れ

ま
で
に
全
国
の
検
察
審
査
会
が

審
査
し
た
事
件
数
は
16
万
件
に

上
り
、
検
察
審
査
会
の
窓
口
で

は
、
申
し
立
て
の
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

郡
山
検
察
審
査

　

会
事
務
局
☎
０
２
４
‐
９
３

　

２
‐
５
６
５
６

　

う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
。

健
康
福
祉
祭
「
第
25
回
す
こ
や

か
福
島
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
が

４
月
20
日
（
木
）
に
郡
山
市
及

び
須
賀
川
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

競
技
種
目　

全
20
種
目

競
技
会
場　

郡
山
市
内
各
会
場

　
（
ゴ
ル
フ
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

行事＆お知らせ

情報局情報局人　口 ６,０２２人（－  12）
男 ２,９６３人（－  12）
女 ３,０５９人（±  0）
世　帯 ２,０８５世帯（＋  1）

　

フ
を
除
く
）

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）
福
島

　

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
☎
０

　

２
４
‐
５
２
３
‐
２
１
３
１

　

／
福
島
県
高
齢
福
祉
課
☎
０

　

２
４
‐
５
２
１
‐
７
１
９
７

　

全
国
の
年
金
事
務
所
で
年
金

の
予
約
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ご
予
約
い
た
だ
く
と
、
お

客
様
の
ご
都
合
に
あ
わ
せ
て
、

ス
ム
ー
ズ
に
相
談
で
き
ま
す
。

ま
た
、
相
談
内
容
に
あ
っ
た
ス

タ
ッ
フ
が
事
前
に
準
備
の
う

え
、
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。
ご

連
絡
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証

書
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

実
施
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
４
時
（
月
曜
日
〜
金
曜

　

日
）

予
約
・
申
し
込
み　

ね
ん
き
ん

　

ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０

　

５
‐
１
１
６
５
／
白
河
年
金

　

事
務
所
☎
０
２
４
８
‐
２
７

　

‐
４
１
６
１

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
不
動
産
登
記
や
会

社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重

債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

が
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
相

談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

開
催
日　

４
月
20
日
（
木
）

時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所　

須
賀
川
市
中
央
公
民
館

　

２
階
Ｏ
Ａ
研
修
室
（
須
賀
川

　

市
八
幡
町
１
３
４
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

☎
０
１

　

２
０
‐
８
１
‐
５
５
３
９（
平

　

日
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30

　

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
）

人の動き
3月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
齋藤　楽

が く

玖 3/24 靖章 ・ 智子 山　下

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
本田　キヨ 89 幸雄 3 / 5 下関河内
柴田　イヱ 97 勝則 3 / 6 東　舘
古張　武男 90 敏満 3 / 7 関　岡
豊田　末夫 85 洋子 3 / 8 東　舘
鈴木ハツエ 85 長雄 3 / 8 中石井
廣部　綾子 75 亨 3 / 9 小田川
沼田　芳雄 82 賢次 3 / 11 下関河内
本田　　稔 88 昇 3 / 11 下関河内
金澤ハツヨ 88 明 3 / 23 東　舘
芳賀　好徳 79 洋子 3 / 25 内　川
鈴木　敏之 78 齋藤 卓 3 / 25 中石井
菊池　アヤ 95 孝宏 3 / 26 関　岡
澤田　富子 73 昌孝 3 / 26 東　舘
加藤　キヨ 85 敏勝 3 / 27 下石井
白石　裕也 94 修司 3 / 28 下石井
大森　重雄 68 崇志 3 / 30 金　沢

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

平成２９年度山火事予防標語
「火の用心　森から聞こえる　ありがとう」

　だんだんと春の陽気になってきました。４月から社会人に
なる方や、人事異動によって新しい職場になる方が多くいると
思います。そのため、各事業所で実施している避難訓練・消火
訓練がうまくできないかもしれません。早めに避難訓練を行い、
いざという時に備えましょう。また、最近当広域管内において
林野火災等が多発しています。あなたがつけた火で、誰かの大
切な物が無くなってしまうかもしれません。そういう火災が起
きないように気をつけましょう。

●町内火災・救急件数
（平成29年1月1日～3月15日）

火災件数　 ２件
救急出動   　55件

消防分署からのお願い
検
察
審
査
会
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

案　
　

内

相　
　

談

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
法
律
相
談

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
（
水
）
で
す

身
体
障
が
い
者
等
の
た
め

の
自
動
車
税
減
免

「
第
25
回
す
こ
や
か
福
島

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
開
催

ふ
る
さ
と
の
未
来
へ

元
気
な
森
林
を
残
そ
う

年
金
の
予
約
相
談
を

実
施
し
ま
す

2021

軽自動車税▶全期
納期限（口座振替日）▶５月１日（月）

●今月の納税



　宝坂在住の豊田さんご家族には、とても仲の良い３人のお子さん
がいます。優しくて責任感の強い長男の明日真くん、世話好きで心
配性の長女真歩乃ちゃん、人見知りせず愛嬌のある次女の美羽乃
ちゃん。そんな３人には「素直で元気な子に育ってほしいです。」
とご両親は話します。お子さんたちの髪は季節ごとに裕一さんが
切っているそうで、３人はパパに髪を切ってもらえることがとても
嬉しいんだそうです。また、お風呂もパパと一緒に入るそうで、パ
パが美羽乃ちゃんを洗っているときに、「おぼれちゃうよ」と兄の
明日真くんが湯船でおぼれてしまわないか真歩乃ちゃんが心配する
一面もあるそうです。これからの成長が楽しみな３兄妹。ご家族は
３人それぞれの将来に期待しながら楽しい日々を送ります。

月情報カレンダー
［省略］○…当番医　山開…山村開発センター
　　 　塙…塙厚生病院　舘山…舘山荘　スイ…スインピア4

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　豊田明
あ す ま

日真くん（5）　真
ま ほ の

歩乃ちゃん（3）　美
み う の

羽乃ちゃん（1）
お父さん　裕一さん　　お母さん　香澄さん　　おじいちゃん　英一さん　

【宝坂在住】
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人
が
輝
き
  ま
ち
が
輝
き
  明
日
に
輝
く
  や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２9年 5月 31日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２9年 5月 31日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２9年 5月 31日まで

平
成
29年

4月
7日
発
行

(毎
月
第
1金
曜
日
発
行
）

N
o.673

日 月 火 水 木 金 土
9 10 11 12 13 14 15

●３か月児健康診査
　塙（13：30～13：40）
●やまつりこども園
　幼児教育部入園式
●心の健康相談会
　    山開（13：00～16：00）
●カンガルーくらぶ

●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

16 17 18 19 20 21 22
●矢祭読書の日 ●元気づくり教室

　舘山（14：00～ 15：00）
●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

23 24 25 26 27 28 29
●家族の相談会
　    山開（9：00～12：00）

●運動教室
　山開（10：00～11：00）
●狂犬病予防注射

●狂犬病予防注射 ●狂犬病予防注射

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○車田病院☎43-1019

30 5/1 2 3 4 5 6

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○塙厚生病院☎43-1145 ○木村医院☎46-3528 ○あらまちクリニック☎33-8018

7 8 9 10 11 12 13
●３か月児健康診査
　塙（13：30～13：40）
●心の健康相談会
　    山開（13：00～16：00）

●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　山開（10：00～11：00）
●６か月児健康相談
　山開（9：30～9：45）
●リトミック
　山開（10：30～11：00）
●カンガルーくらぶ

● 11か月児健康相談・歯科クリニック
　山開（13：00～13：15）
●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○つちやクリニック☎43-2250 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


